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２－５. 第 5 回「気候変動を解決するイノベーションのタネを探そう」 

（１）開催概要 

・開催日時 令和元年 12月 15 日（木）18：30～21：00 

・会場   札幌エルプラザ 4 階 研修室 

・参加者  23 名 

・テーマ  「気候変動を解決するイノベーションのタネを探そう」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

18：30 １．チェックイン ・1週間で学んだことを発表（3名） 

・自己紹介 

・ダイアログの 3つの原理 

18：50 ２．システムってなんだ ・私たちはつながっているということ 

・アクションとは何か 

20：00 ３.説明 ・どんどん型を科学的に定義しようとした人たちのス

トーリー 

・地球というシステムについて 

・持続可能な状態、持続可能でない状態 

20：20 ４.演習 ・持続可能性原則（自然）を使いこなそう 

・グループで対話 

20：40 休憩 

20：50 ５.振り返り ・グラフィッカーより感じたことを共有 

・個人のワークシートに記入 

・次回のお知らせ 

21：00 終了 
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（２）開催結果

１）ファシリテーショングラフィック 

 ①小路 楓氏 
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 ②宇都 幸那氏 
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２）グループワークで話し合われた結果 
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３）他グラフィック 



58 
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４）次回のお知らせ 

５）会場の様子 
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２－６. 第 6 回「みんなでガチに気候変動に取り組むための“ユース”の作戦会議」

（１）開催概要 

・開催日時 令和 2年 1月 9日（木）18：30～21：00 

・会場   札幌エルプラザ 2 階 会議室 1・2 

・参加者  19 名 

・テーマ  「みんなでガチに気候変動に取り組むための“ユース”の作戦会議」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

18：30 １．チェックイン ・今年の抱負（漢字一文字を書き初め） 

18：40 ２．ウォームアップ ・今日までに学んだことを参加者が発表する時間 

・自己紹介（今年の抱負を発表） 

・ダイアログの 3つの原理 

18：50 ３.本日の目的 ・「なぜこの会をやろうと思ったのか」佐竹氏より 

・みんながここにいる理由の確認 

・今日目指すこと 

・グランドルールの設定 

 →3人 1組で対話・1つを選び付箋に書く・発表 

 →どんなことをしたら居心地が良いか・悪いか、話し

やすい場はどのようなものかを話し合う 

19：10 ４.ストーリートリオ・ハ

ーベスティング 

・3人 1組で７分間、話をする（３ループ） 

 →話す人、そのままを聴きメモをする人、問いを持っ

て話を聴く人 

【話す内容】これまで誰かと対話したり、何かを一緒に

やったことの中で「これからみんながガチに気候変動

に取組む」ために伝えておきたい体験を教えてくださ

い。楽しかった、嬉しかった、辛かった、悔しかった、

苦しかった、笑っちゃう体験など、実際に起きたこと

ならなんでも良いです。 

【問い】①そういうことならまたしたい！と思った関係

    ②あれはもう嫌だ！と思った関係 

    ③それ以外の関係 

 問いの答えはそれぞれ付箋紙に記入する 

20：20 ５.考えてもらう時間 ・付箋紙を「○○な関係」に変換する時間 

20：30 ６.ハーベスト ・セルフ･ハーベスト（問いと連携している） 

 ①未来に持っていきたい関係 

 ②未来に持っていきたくない関係 

 ③参考までに…の関係
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・次回の”オトナの作戦会議”にて発表するため、まとめ
る作業の募集→井上さん、高原さん

20：55 ７.振り返り ・反町氏、宮本氏より振り返りの時間 

・振り返りシートの記入 

・次回の学びの機会のご案内 

21：00 終了 

（２）開催結果

１）ファシリテーショングラフィック 

 ①小路 楓氏 
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２）ハーベストの結果 

  ①未来に持っていきたい関係 

 ・自分勝手を知り、その上でその状態でいれる関係

 ・新たな気づきを与えてくれる関係

 ・尊敬できる人とつながっていられる関係

 ・自分が相手の役に立ちたいと思っている関係

 ・アイディアをより良い方へ持っていく（高められる）関係

 ・いろんな人がいるんだなって思える関係

 ・時代の流れに見合う考えをお互いに共有しあえる関係

 ・皆が小さくてもなにかの役割を担い、グループの一員だと思える関係

 ・即行動にうつせる重苦しくない関係

 ・情熱の方向がある程度同じ関係

 ・自分以外の人が自分を褒めてくれた関係

 ・SDGsに興味がある関係
 ・自分が熱くなれるモノをチームでやり遂げる関係

 ・同じ危機感を持っている人とチームになる関係

 ・ばらばらの意見をみんなで共有できる関係

 ・共通の話題を持つ仲間と支え合う関係

 ・同じ目的を持った人がやさしい雰囲気で自分の話を聞いてくれる関係

 ・自分が楽でいることで相手も楽になれる関係

 ・超純粋に「人」と「人」でいられる関係

 ・自らの意思で考え動ける関係
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 ・自分が自分のタイミングで自分の言いたいことを自分なりに話せる関係

 ・環境を意識した関係

 ・目標を共有し、楽しみ合える関係

 ・声高ではなく、さり気なく意思を表明しあえる関係

 ・次はこうするとか、自分の中での良い変化につながる関係

 ・信頼できる関係

 ・自分が尊敬できる関係

 ・今までの経験が新しいことを紹介してもらえるような信頼を得られる関係

 ・自分の意思とは違う意見を持つ外国の友達との関係

 ・海外の人との国際的に交流する関係

 ・色んな人と意見交換できる関係

 ・時には厳しくされると後で身につく関係

②未来に持っていきたくない関係  

  ・メディアや誰かが環境問題についてネガティブなことを伝えてくる関係

  ・ネガティブな話題ばかりの関係

  ・なにかのためでなく誰かのために話す関係

  ・行動につながらない関係

  ・相手が自分の行動を否定する関係

  ・自分を自分が望んでいない評価をする人との関係

・意見をお互いわかりあえないと思い込んだまま続いている関係

・ディスカッションの中でオピニオンリーダーの意見が強くて出てしまう関係
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・周りの固定概念をくつがえしにくい関係

・相手のことを考えていない関係

・自分のことしか考えていない関係

・自分たちの生活によって地球や北海道が追い込まれてしまっている関係

・みんなでみんなの環境を悪化させている関係

・興味を持ってもらえない関係

・一緒にいてもスマホばかりいじる関係

・同世代の日本語を話さない友人関係

・あなたと私でいられない・ではない、“力”と“壁”が隔てる関係

  ③参考までに…の関係 

・自分たちが作ったモノを自分たちのことを知らな人たちが評価してる関係

・ホストとゲストの関係

・気づいたことを流さずにお互いに伝えられる関係

・それ良いね！と言ってみる関係

・自らを変えたいと思う関係

・手はつないでないけど同じ空間にいる、存在を認識しあっている関係

・小学校教育は武器となる、「武器」を持った先生と生徒の関係
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３）他グラフィック 

  ①宮本 奏氏 

⏹今日目指すこと             ⏹ストーリートリオ・ハーベスティング

⏹グランドルール 
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⏹発表時間中に出た提案など 

  ②牧原 ゆりえ氏 

⏹関係性について 
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４）次回のお知らせ 

５）会場の様子 
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２－７. 第 7 回「みんなでガチに気候変動に取り組むための“オトナ”の作戦会議」

（１）開催概要 

・開催日時 令和 2年 1月 16 日（木）18：30～21：00 

・会場   札幌エルプラザ 2 階 会議室 1・2 

・参加者  19 名 

・テーマ  「みんなでガチに気候変動に取り組むための“ユース”の作戦会議」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

18：30 １．ウォームアップ ・今日までに学んだことを参加者が発表する時間 

・自己紹介（今年の抱負を発表） 

・ダイアログの 3つの原理 

18：40 ２.反省会 ・「第 6回目の反省会」牧原氏、佐竹氏による座談会 

19：00 ３.SDGs 達成への道のり ・アクション宣言からアクションまでの道のりは遠い 

・社会がどう変わったか→インパクトで測れる 

19：20 ４.ビデオとリーダーシ

ップの時間 

・TED で使用された「踊り→集まる」のビデオを見る 

19：40 ５.ケイオディック・パス ・ビデオを見てどう思ったか

・自分はどの立場であるか、もしくはなりたいか

19：50 ６.ユースのお呼びかけ ・高原さんから詩の読み上げ 

20：00 休憩 

20：10 ７.自分を取り巻くもの

のパワーを見つける 

・自分のレッテル、肩書をうまく使うには？ 

 →3人 1組でお互いの肩書について強みを考えてみる

  対話ではなく、一方的に決めつける形 

21：00 終了 
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（２）開催結果

１）ファシリテーショングラフィック 

 ①三部 真優氏 
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２）SDGs 達成への道のり 

 ①全体 

②拡大写真  
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３）次回のお知らせ 

４）会場の様子 
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２－８. 第 8回「さあ、何をしよう。何を考えよう。（総まとめ）」

（１）開催概要 

・開催日時 令和 2年 2月 8日（土）13：30～17：00 

・会場   札幌エルプラザ 2 階 環境研修室 1・2 

・参加者  27 名 

・テーマ  「さあ、何をしよう。何を考えよう。（総まとめ）」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

13：30 １．ウォームアップ ・自己紹介 

・ダイアログの 3つの原理 

13：50 ２.気候変動ゼミを振り

返る 

・全 8回の内容の振り返り（牧原氏） 

・このゼミを実施する際に考えていたこと、今やろうと

思っていること（佐竹氏） 

・全 8回の中で、参加者に起きていたこと（反町氏） 

・3人一組「もしこのゼミに来ないで一人でいたら体験

できなかったなと思うもので、体験できて良かったと

思うこと」 

14：15 ３.OST（休憩含む） ・テーマ：「私たちというエコシステム（生態系）が繋

がりながら育つために私は何をしたいだろうか？」 

【Round1】45 分（ハーベスト 5分込み） 

【Round2】45 分（ハーベスト 5分込み） 

・呼びかけ人からの発表 

16：40 ４.振り返り ・隣同士で振り返り 

・振り返りシートの記入 

17：00 終了 
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（２）開催結果

１）OST の呼びかけテーマ 
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【Round１】15：20～16：05 

 ・森を守りたい 

  ・学校で何ができる？ 

  ・手あたり次第あらゆる年のあらゆる職の人たちを全てつなげる、輪を大きくする 

 ・「たねの話（ユース会議を基にできた詩）」をしたいです。詩とか音楽などつくれるような

なにかを探しましょう 

 ・気候変動に対して社会が動くためには何があれば良いか、少しでも動かせる材料について

話し合いたいです 

 ・共同体の運営方法 

 ・CO2 を増やさない、再生可能エネルギーの利用について 

 ・人（大多数）の行動を効率・効果的に変える 

【Round２】16：05～16：50 

 ・ゆりとお茶「sweden のはなし」「大学院の話」「女性性の話」 

 ・企業、自治体と学生が一緒に行動するには？ 

 ・札幌でできるアクションについてお話したい！ 

 ・関心のない人をうごかすには

２）会場図 
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３）OST の結果 

【Round１】  

 ■森を守りたい              ■学校で何ができる？ 

  ■手あたり次第あらゆる年のあらゆる職の  ■気候変動に対して社会が動くためには何が 

人たちを全てつなげる、輪を大きくする  あれば良いか、少しでも動かせる材料につい 

て話し合いたいです 
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  ■共同体の運営方法             ■CO2 を増やさない、再生可能エネルギー

の利用について 

■人(大多数)の行動を効率・効果的に変える 
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【Round２】 

■企業、自治体と学生が一緒に行動するには？ 

■札幌でできるアクションについてお話したい 



79 

４）OST のテーマやルールについて 

 ■2本足の自由               ■４つのあたりまえ 

  ■OST のいるところ 
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  ■自分（種火、薪、蝶々、蜂）の役割 

  ■今回のテーマ 
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５）これまでの振り返り 
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６）会場の色画用紙 
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７）次回のお知らせ 

■告知ボード

  ■LINE・オープンチャットのお誘い           ■おんだんカフェ Vol.4 
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８）会場の様子 
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３．考察と次年度に向けて

（1）今年度の振り返り 

今年度は、（仮称）札幌市気候変動対策計画策定（2020 年 3 月予定）に向けて、市民の気候変

動に対する理解の促進、計画策定に対する意見の抽出、気候変動対策に協働して取り組む主体

の育成を目的に全 8回のワークショップを開催した。 

参加者は、中学生や高校生、大学生など若い世代を中心に、企業など幅広い層の参加があり、

市民だけでなく市外の方の参加もあった。また、全 8 回のうち途中からの参加や好きな回のみ

の参加が可能であったため、毎回参加申込者が増えていったこともあり、札幌市を中心に広く

波及した結果となったことが伺える。 

■テーマについて 

「気候変動」というテーマは、台風 19 号や暖冬・小雪など、今年度は暮らしの身近なところ

で気候変動を実感する機会が多く、参加者自身も危機感や関心が高いテーマであったと考えら

れる。 

また、「気候変動」は、エネルギーや資源循環、自然環境、生物多様性など幅広い環境分野に

関わる内容であったため、広く環境問題を捉えるという意味でも、入りやすいテーマであった。 

今後は環境分野だけでなく、社会や経済などとの関連にも目を向けてもらうため、「SDGｓ」

や「サスティナビリティ」など、さらに広いテーマでワークショップを行うことで、より暮ら

しの身近な課題として関心を高めていくことができると想定される。 

■今年度の成果について 

先述のとおり、今年度は幅広い層で計 100 名弱の参加があった。札幌市近郊の市町村からも

参加があったことからも、「気候変動」というテーマに多くの方が関心を寄せていることが伺え

る。 

本ワークショップへの参加から、気候変動に関する取組や活動へ参加した方も見られた。 

また、参加者同士のつながりからアクションにつなげる動きも見えてきたこともあり、取組

初年度の「種まきの年」としての成果が出ていたといえる。 

市内及び近郊への波及（市民の意識向上のきっかけ）

アクションの種まき（参加、実践の第一歩目）

参加者同士のつながり、ネットワークづくり

伴走型の支援（人材育成） 

情報提供 

広域連携の取組推進 

＜次年度への展開＞ 
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（２）次年度に向けた提案 

■広域連携の取組推進 

第 2 次札幌市環境基本計画でも道内連携を謳っているとおり、環境の取組は札幌市内だけで

なく、広域での取組が求められる。そのため、今年度の成果を生かしながら、次年度は他市町

村との連携による取組を進めていくことが望ましい。 

広域連携の方法としては、札幌連携中枢都市圏の事業と連動し、関係 11 市町村（小樽市、岩

見沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町、新篠津村、南幌町及び長沼町）

と連携した取組を行うことが現実的であると考えられる。 

圏域のうち、環境基本計画の策定を進めている市町村もあり、環境に対する意識は高いこと

が伺える。また、環境に配慮した取組や活動を行う企業や事業者なども多くいることから、そ

のような実践者に学びのフィールドや情報、知識の提供などに協力いただくことも想定される。

なお、圏域の市町村はそれぞれ特色に違いがあるため、各市町村の強みや特色（農業、歴史、

観光、景観、食など）を切り口（テーマ）とした学びの機会の創出が求められる。 

※ワークショップは、札幌での開催を基本に、各市町村へ学びに行く機会も創出することを

想定（現地での施設や取組等の見学及び実践者とのワークを実施） 

■人材育成 

今年度の参加者が、次年度は実践者になっていくような伴走型の支援や情報提供などを進め

ていくことが、今後の取組主体育成のために必要となる。 

さらに、次年度は広域での取組で新たな参加者を増やすことで、波及効果をさらに高めてい

くことが期待される。 

そのため、次年度の人材育成は、今年度の種まきの結果から、アクションにつながる芽を出

していくこと、そして広域に新たな種をまくことをメインに取り組んでいくことが考えられる。 

札幌

小樽

恵庭

北広島

石狩

当別

新篠津

南幌長沼

岩見沢

千歳

江別

連携中枢都市圏に 

人材育成の取組を波及 

（自治体、事業者 NPO などと連携） 

歴史、

観光 

子育て

産業、 

エネルギー 

農業 

食 
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【資料編】 

 ■全会に配布された資料 

（1）第 1回目資料 
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（2）第 2回目資料 

（3）第 3回目資料 
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（4）第 4回目資料 
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（5）第 5回目資料 

（6）第 6回目資料 



資－5   

（7）第 7回目資料 

（8）第 8回目資料 
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